
平成™›年 月˜›日 金曜日 (号外第™—˜号)官 報

第
一
条
の
二
第
七
号
を
削
り
、
同
条
第
八
号
中
「
第

十
五
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
七

号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
九

号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
九
号
」
を
「
第
十
五
条
第

一
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、

同
条
第
十
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
号
」
を
「
第

十
五
条
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九

号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十

一
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
十
五

条
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
一

号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第

十
三
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
」
を
「
第
十

五
条
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十

二
号
と
し
、
同
条
第
十
四
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第

十
四
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
」に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
中
第
十
五
号
を
第

十
四
号
と
し
、
第
十
六
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
七

号
を
第
十
六
号
と
す
る
。

第
七
条
の
四
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
届
出
に
係
る
」
を
「
法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
に
係
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
七
条
の
六
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
七
条
の
七
第
二
項
を
削
る
。

第
十
二
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と

す
る
。

様
式
第
一
中「

経
済
産
業
大
臣
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
」

に
改
め
る
。

様
式
第
一
の
二
表
面
中「

経
済
産
業
大
臣
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
」

に
改
め
、
同
様
式
裏
面
中「

経
済
産
業

省
令
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」

に
、「経

済
産
業
大
臣
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
」

に
、「又

は
第
5
6条
の

３
第
６
項
」

を「
、
第
5
6条
の
３
第
６
項
又
は
第
6
4条
の
３
第
８
項
」

に
改
め
る
。

様
式
第
一
の
三
表
面
中「

経
済
産
業
大
臣
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
」

に
改
め
、
同
様
式
裏
面
中「

経
済
産
業

大
臣
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
」

に
、「経

済
産
業
省
令
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」

に
改
め
る
。

様
式
第
二
表
面
中「

経
済
産
業
大
臣
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
」

に
改
め
、
同
様
式
裏
面
中「

文
部
科
学
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
又
は
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
、
文
部
科
学
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
又
は
」

に
、

「（文
部
科
学
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
」

を「（原
子
力
規
制
委
員
会
」

に
、「区

分
（
核
原
料
物
質
使
用
者
、」

を「
区

分
（
同
項
各
号
の
当
該
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
核
原
料
物
質
使
用
者
に
つ
い
て
は
原
子
力
規
制
委
員
会
、」

に
、

「
、
第

6
4条
第
３
項
各
号
の
当
該
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
部
科
学
大
臣
」

を「
文
部
科
学
大
臣
」

に
、「文

部
科
学
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
１
項
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
１
項
」

に
、「文

部
科
学
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
6
5条
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
又
は
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
6
5条
」

に
、「第

2
8号
」

を「
第
2
7号
の
２
か
ら
第
2
7号
の
４
ま
で
、
第
2
8号
」

に
改
め
る
。

様
式
第
三
中「

経
済
産
業
大
臣
」

を「
原
子
力
規
制
委
員
会
」

に
改
め
る
。

（
電
気
関
係
報
告
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

電
気
関
係
報
告
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
第
一
号
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
か
ら
リ
ま
で
を
ニ
か
ら
チ
ま
で
と
す
る
。

第
二
条
の
表
中
「
電
気
保
安
年
報
」
を
「
電
気
保
安
年
報
（
原
子
力
発
電
所
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
又
は
」
を
削
り
、
同
項

を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
四
条
中「（
当
該
届
出
に
係
る
電
気
工
作
物
が
原
子
力
発
電
所
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大

臣
）」を
削
り
、「
た
だ
し
、」の
下
に
「
当
該
届
出
に
係
る
電
気
工
作
物
が
原
子
力
発
電
所
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
場
合

並
び
に
」
を
加
え
る
。

第
五
条
中
「
自
家
用
電
気
工
作
物
を
設
置
す
る
者
」
を
「
自
家
用
電
気
工
作
物
（
原
子
力
発
電
工
作
物
を
除
く
。）

を
設
置
す
る
者
」
に
改
め
る
。

様
式
第
８
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
第
七
号
ロ
、
第
十
一
号
」
を
「
第
十

号
」
に
、「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号

と
す
る
。

附
則
第
三
条
中
「
並
び
に
機
構
法
附
則
第
十
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
石
炭
経
過
勘
定
」
を
削
る
。

附
則
第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
災
害
時
に
お
け
る
石
油
の
供
給
不
足
へ

の
対
処
等
の
た
め
の
石
油
の
備
蓄
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲

げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
五
日
）

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
（
独
立
行
政
法
人
石

油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に

財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
附
則
の
改
正
規
定
に
限

る
。）、
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
第
六
条
（
独
立
行

政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
の
業

務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
附
則
の
改

正
規
定
に
限
る
。）の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
六
十
八
号

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
及
び
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
経
済
産
業
省
関
係
省
令
の

整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
経
済
産
業
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総

理

府

通
商
産
業
省
令
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
経
済
産
業
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
、「
経
済
産
業
省
令
」
を「
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
」

に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
第
二
項
中
「
令
第
三
条
」
を
「
令
第
四
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
令
第
四
条
」
を
「
令
第
五
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
、
製
錬
の
事
業
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し

て
」
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
「
法
第
六
条
第
二
項
、
法
第
七
条
又
は
法
第
九
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
の
表
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
二
中
「
令
第
二
条
」
を
「
令
第
三
条
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
規
定
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
工

場
又
は
事
業
所
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原

子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
本
文
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項

と
す
る
。

第
七
条
の
三
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
核
物
質
防
護
規
定
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
工
場
又
は
事
業
所
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
核
物
質
防
護
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
記

載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
の
三
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。
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